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Summary
  This research program comprises an important part of the 
comprehensive study of Professor Emeritus Kohei Sugiura’
s design activities originated from the 2012 joint research 
project. The research activities undertaken so far include 
the establishment of the Poster Archive, two exhibitions of 
posters designed by Sugiura, and the publication of a book 
on his design. Based on these results, the 2017 program 
featured a series of  f ive interviews with him focusing on 
“Asian design.”
  Professor Emeritus Kohei Sugiura led the activities of 
the Research Institute of  Asian Design of  our university 
as its director until March 2018. Sugiura has made many 
considerable achievements throughout his  career  that 
spans over sixty years. Among them, the development of 
the concept of  “Asian design” is considered particularly 
important for our university. A wide range of  activities 
based on this concept include the design of various posters 
and booklets, and a number of projects to present different 
Asian cultures. The diverse achievements of these activities 
have cut across the boundaries between design and other 
disciplines. At the same time, Sugiura has opened up his 
original research filed of  Asian iconography, proposed an 
imaginative hypothesis, developed a unique iconographic 
theory, and produced a number of  books. Considering 
his teaching experience at the Ulm School of  Design in 
Germany, the stronghold of  modern design in the sixties, 
it seems that he has made a great journey to come down 
to the idea of  Asian design. This research program was 
designed to record what happened during this journey 
















































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要 「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 共 同 研 究 ）
杉浦康平のアジアンデザイン研究（ポスターと冊子を中心に）
ン（広告デザイン）の氾濫がポスターを中心に前景化した。
80年代バブル経済期にかけて、この傾向は極限まで亢進す
るが、この同時代に「アジアの中の日本」という視点を模
索した杉浦デザインの孤軍奮闘ぶりは際立つ。
　グラフィックデザイン界における没批評的傾向は近代デ
ザイン（＝西欧デザイン）の普遍性への信憑にある。そこ
には、空間的あるいは造形的・工芸的デザイン領域と決定
的に問題を異にする、この領域特有の文字依存（日本語表
記依存）問題に対する無自覚がある。「タイポグラフィ」も
また誤読されて受容されてしまっている。日本的伝統の召
喚ではなく、文字と言語の問題から東アジアの伝統に直結
するという当然の視点の獲得である。「アジアンデザイン」
の問題は、「デザイン」の個別領域性の問題に回収されるも
のではない。
　一方、杉浦名誉教授の個人史における重要な体験がその
デザイン活動へ及ぼした影響についても確認する。特に敗
戦体験～戦後体験、2度のウルム滞在を中心とした「ヨー
ロッパ体験」、ユネスコからの委嘱派遣にはじまる、さまざ
まな「アジア体験」の、そのそれぞれが複合して「アジア
ンデザイン」の形成にどのように波及したかを検証する。
逆境とも呼べる時代状況の中での杉浦デザインの「アジア
的デザイン化」の模索の実態を探る。
問題構成2 「デザインワーク」を超えたデザイン活動
　「花宇宙」展などを典型とする、発想から企画、調査と取
材、展示空間構成、図録編集＋デザイン、広報宣伝＋デザ
イン、そのすべての綜合を同時進行で制作とするときに「デ
ザイン」の意味とその位置付けについて確認する。また構
想過程と、結果としての事実の間で起きるデザインの「調整」
の実態も個別の企画の実務状況として確認する。
　参照する同様の企画としては株式会社写研の「文字の生
態圏」カレンダーなどがある。より複合化したデザイン活動、
さらには図像研究にいたる「仕事」の重心の推移は「アジ
アンデザイン」の問題の中で展開してきた。それらの相互
波及性ついて検証する。
問題構成3 文字・図像のコレクション・渉猟と「デザイン」
　杉浦デザインにおける旺盛な「図」への志向を検証する。
60年代からすでにはじまる多彩な文字・図像の渉猟～コレ
クションは、長い道程を経てマンダラ図像解析にいたる成
果を生む。「図」への志向が「アジアンデザイン」の活動の
中でデザインと図像研究を分かち難く結びつける結果、近
年における杉浦名誉教授の研究～執筆～デザインの連続と
して展開する「本」という、単にブックデザインの問題を
超えて出現する書籍制作の語法は、日本国内よりも中国を
はじめとする東アジアの各地域での共鳴（＝響鳴）を惹き
起こしている。
　初期の事例としての『ヴィジュアル・コミュニケーション』
（図 08）にもすでに典型的に現れている図像蒐集へのただ
ならない情熱は、ビジュアルデザインが本来持つ情報伝達
デザインの機能そのものであり、外貌としての「デザイン
スタイル」がどれほど変移しても、実はその中核に揺るぎ
のない「確信」があることを証明する。
＊
　以上のような問題構成による 5回のインタビューは話題
が多岐にわたり、またこれまで紹介されることのなかった
意外なエピソードに充ちたものにもなった。近い将来での
一般書籍化を目指して、現在インタビュー記録の整理と、
多様なデザインアイテムの資料収集の過程である。
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＊2）杉浦康平・神戸芸術工科大学共同研究組織著、赤崎正一編、『表裏異軆
―杉浦康平の両面印刷ポスターとインフォグラフィックス』、新宿書房、2017
＊3）杉浦康平 [著 ]、臼田捷治監修、『疾風迅雷』、DNPグラフィックデザイ
ン・アーカイブ、2004
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